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広報きたしおばら ②

委員長　武　藤　　　寛
副委員長 酒　井　作　男
委　員　鈴　木　憲　一
委　員　五十嵐　力　雄

委員長　佐　藤　正　男
副委員長 小　椋　　　元
委　員　小　椋　義　正
委　員　鈴　木　定　芳

委員長　　　橋　和　重
副委員長 遠　藤　栄　久
委　員　五十嵐　　　肇
委　員　小　椋　　　眞

委員長　小　椋　義　正
副委員長 佐　藤　正　男
委　員　鈴　木　憲　一
委　員　　　橋　和　重

委員長　鈴　木　憲　一
副委員長 酒　井　作　男
委　員　五十嵐　力　雄
委　員　鈴　木　定　芳

委　員　五十嵐　　　肇

議　長　鈴　木　定　芳

委　員　小　椋　義　正
委　員　佐　藤　正　男
委　員　鈴　木　定　芳

鈴木　定芳　11票
小椋　　元　 1票

議長選挙結果

小椋　眞　氏副議長選挙結果

委員長　武　藤　　　寛
副委員長 小　椋　　　眞
委　員　鈴　木　憲　一
委　員　五十嵐　　　肇
委　員　小　椋　義　正
委　員　酒　井　作　男
委　員　佐　藤　正　男
委　員　　　橋　和　重
委　員　小　椋　　　元
委　員　遠　藤　栄　久
委　員　五十嵐　力　雄
委　員　鈴　木　定　芳

取締役　鈴　木　定　芳　
取締役　鈴　木　憲　一

取締役　鈴　木　定　芳　
取締役　酒　井　作　男

取締役　鈴　木　定　芳
取締役　小　椋　義　正
取締役　　　橋　和　重

■総務企画常任委員会
（総務課・企画調整課等に係る事項）

■住民生活文教常任委員会
（住民生活課・教育委員会・公民館等に係る事項）

■議会広報調査特別委員会
（議会広報の編集発行等に係る事項）

■市町村合併検討特別委員会

■裏磐梯デコ平開発（株）

■裏磐梯猫魔スキー場開発（株）

■（株）北塩原村振興公社

■議会選出監査委員

■喜多方地方広域市町村圏組合
議会議員

■国民健康保健運営協議会委員■農林・観光事業常任委員会
（農林・観光課・支所・事業課等に係る事項）

■議会運営委員会
（議会運営等に係る事項）

５月８日招集の臨時村議会において



任期満了に伴う村議会議員選挙は、４月27日に投票が行われ即日開票の結果、現職10・
新人２の計12名の村議会議員が誕生しました。
議員定数が14議席から12議席に減った初めての身近な選挙でしたが、前回から比べる

と約2.2％投票率が落ち、投票率は、91.28％となりました。

《 投　票　結　果 》
区分

投票区
第１投票区（北　山）
第２投票区（大　塩）
第３投票区（桧　原）
第４投票区（早稲沢）
第５投票区（長　峯）
第６投票区（剣ケ峯）
第７投票区（小野川）

合 計

当日有権者数（人） 投票者数（人） 棄権者数（人） 投票率（％）
男
490

303

55

135

20

357

11

1,371

501

330

58

140

21

384

15

1,449

991

633

113

275

41

741

26

2,820

452

278

48

125

19

313

9

1,244

452

308

56

132

21

347

14

1,330

904

586

104

257

40

660

23

2,574

38

25

7

10

1

44

2

127

49

22

2

8

0

37

1

119

87

47

9

18

1

81

3

246

92.24

91.75

87.27

92.59

95.00

87.68

81.82

90.74

90.22

93.33

96.55

94.29

100.00

90.36

93.33

91.79

91.22

92.58

92.04

93.45

97.56

89.07

88.46

91.28

女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

五十嵐　力雄 60 無・新
得票数　248票
住　所　大字大塩字寺ノ下432番地
職　業 農業

佐藤　正男 53 無・現
得票数　237票
住　所　大字桧原字大府平1172番地の４
職　業 会社役員

鈴木　定芳 54 無・現
得票数　232.591票
住　所　大字下吉字吉村1292番地
職　業 農業

小椋　　元 60 日本共産党・現
得票数　219.381票
住　所　大字桧原字早稲沢557番地
職　業 農業

小椋　　眞　58 無・現
得票数　195.339票
住　所　大字桧原字蛇平原山1074番地
職　業 サービス業

五十嵐　肇 59 無・現
得票数　182票
住　所　大字大塩字土合道762番地の３
職　業 農業

武藤　　寛 56 無・現
得票数　181票
住　所　大字北山字村ノ内4190番地
職　業 農業

橋　和重 49 無・現
得票数　174票
住　所　大字北山字地蔵堂2901番地２
職　業 会社員

遠藤　栄久 55 無・新
得票数　161票
住　所　大字桧原字早稲沢583番地
職　業 農業

鈴木　憲一 59 無・現
得票数　160.408票
住　所　大字大塩字下六郎屋敷2163番地５
職　業 農業

小椋 義正 55 無・現
得票数　160.278票
住　所　大字桧原字早稲沢598番地56
職　業 農業

酒井 作男 62 無・現
得票数　139票
住　所　大字桧原字剣ケ峯1093番地1027
職　業 会社員

投票総数　２，５７４票 内訳（有効投票　２，５４６票　無効投票　　　　２８票



広報きたしおばら ④

【施設の概要】



⑤ 広報きたしおばら

【裏磐梯ビジターセンター】

昨年度募集しました2001本の桜は早々と予定数に達したため、オーナーになれなくて残念だったという村民の方々
からの声が多く寄せられていました。
本年度は、石碑建立の記念植樹として次により募集しますのでお知らせします。

■応募資格 北塩原村民
■応募本数 30本（お一人様１本に限定）
■代　　金 10,000円（苗木・石柱・支柱を含む）
■申込方法 官製はがきに、「桜オーナー希望」・住所・

氏名・電話番号を記入し役場（農林・観光
課）に申し込む。

＊住所：966-0485 （専用郵便番号につき住所は不要です）
北塩原村役場　農林・観光課あて

＊応募ハガキはお一人様１枚とします。
＊応募者多数の場合には抽選とさせていただきます。
■募集締め切り 平成15年５月30日（当日消印有効）
■維持管理 10年間保証します。
■お問合せ先 農林・観光課　 ２３－３１１４（直通）
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熱
塩
加
納
村
か
ら
北
塩
原
村
へ
派

遣
と
な
り
、
住
民
生
活
課
へ
配
属
、

主
に
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
担
当

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

人
事
交
流
に
よ
り
、
熱
塩
加
納
村

以
外
の
自
治
体
で
勤
務
す
る
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
経
験
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、

北
塩
原
村
の
た
め
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

人
事
交
流
に
よ
り
２
年
間
北
塩
原

村
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
主
に
児
童
福
祉

等
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
新
し
い

職
場
環
境
に
１
日
も
早
く
慣
れ
、
村

民
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
張

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
13
年
４
月
１
日
よ
り
２
年
間
、

人
事
交
流
に
よ
り
塩
川
町
役
場
に
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

派
遣
の
間
、
上
下
水
道
課
水
道

係
・
建
設
課
土
木
係
の
職
員
と
し
て

町
民
の
み
な
さ
ん
と
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
、
北
塩
原
村
で
は
体
験
で
き

な
い
こ
と
も
体
験
で
き
ま
し
た
。

塩
川
町
役
場
職
員
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
事
に

対
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
今
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広報きたしおばら ⑥

村
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い

て
村
助
役
就
任
に
つ
い
て
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
15
年
４
月
１
日

か
ら
で
す
。

村
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い

て
教
育
委
員
に
佐
藤
忠
幸
氏
の

任
命
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
28
日
開
催
の
村
教
育
委

員
会
定
例
会
に
お
い
て
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
15
年
４
月
１
日

か
ら
で
す
。

▼
新
助
役

▼
新
教
育
長

斎藤　八郎氏佐藤　忠幸氏

お
や
？
見
慣
れ
な
い
顔
だ
な
！
と
思

っ
て
い
る
方
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま

す
。
私
は
喜
多
方
市
に
在
住
し
、
平
成

10
年
４
月
に
北
塩
原
村
役
場
に
勤
務
し

ま
し
た
。
国
土
調
査
室
を
振
り
出
し
に

住
民
課
を
経
て
、
平
成
13
年
４
月
よ
り

２
年
間
、
熱
塩
加
納
村
に
派
遣
職
員
と
し
て
産
業
課
農
林
振
興
係
に
配
属

さ
れ
ま
し
た
。
熱
塩
加
納
村
で
は
主
に
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
、

そ
の
他
農
政
に
関
わ
る
こ
と
を
担
当
し
ま
し
た
。

熱
塩
加
納
村
と
い
え
ば
『
有
機
農
業
』
ア
イ
ガ
モ
や
コ
イ
を
使
っ
た
無

農
薬
栽
培
の
米
作
り
を
ま
じ
か
で
見
て
触
れ
て
き
ま
し
た
。
ア
イ
ガ
モ
の

可
愛
さ
と
は
裏
腹
に
無
農
薬
米
作
り
の
大
変
さ
を
肌
で
実
感
し
ま
し
た
。

何
事
に
お
い
て
も
、
楽
な
仕
事
と
い
う
の
は
な
く
、
見
え
な
い
所
で
人

知
れ
ず
苦
労
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
回
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
に
配
属
さ
れ
、
主
に
裏
磐
悌
地
区
を

担
当
し
ま
す
が
、
ま
ず
は
人
と
地
域
を
覚
え
な
が
ら
、
苦
労
と
い
う
の
は

自
分
を
養
う
経
験
と
し
て
、
２
年
間
の
派
遣
経
験
を
生
か
し
て
皆
さ
ん
に

接
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 石田　和典さん

▼
熱
塩
加
納
村
か
ら
北
塩
原
村
へ
復
帰

渡部　和昭さん

▼
塩
川
町
か
ら
北
塩
原
村
へ
復
帰

野辺　善光さん

▼
交
流
職
員
（
熱
塩
加
納
村
）

武藤　雄介さん

▼
交
流
職
員
（
塩
川
町
）

ググ
ルル
ーー
ププ
制制
導導
入入

│
効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
す
│

村
は
、
４
月
１
日
か
ら
効
率
的
な
行
政
運
営
を
図
る
た
め
「
グ
ル
ー
プ
制
」

を
導
入
し
ま
し
た
。

職
員
の
資
質
向
上
と
リ
ー
ダ
ー
（
指
導
者
）
と
し
て
の
意
識
の
改
革
を
し
、

行
政
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
た
め
、
民
間
企
業
の
経
営
手
法
に
よ
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
運
営
を
目
指
し
、
各
担
当
業
務
の
幅
を
拡
げ
、
一
人
一
係
を
廃
止
し
て

村
民
の
皆
さ
ん
が
対
応
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
に
務
め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
す
る
た
め
に
、
５
月
よ
り
企
業
的
感
覚
の
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
中
山
勝
之
先
生
（
千
葉
県
野
田
市
在
住
）
の
ご
指
導
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
職
員
の
資
質
の
向
上
と
人
材
の
育
成
・
コ
ス
ト
の
削
減
・
事
務

の
効
率
化
・
迅
速
化
に
務
め
、
村
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
ら
れ
る
組
織
づ

く
り
に
取
り
く
ん
で
お
り
ま
す
。

人
員
の
削
減
に
務
め
ま
す
が
、「
村
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
」
と
な
ら
な
い
よ
う

ム
ダ
の
な
い
体
制
づ
く
り
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。



⑦ 広報きたしおばら

平
成
15
年
度
の
行
政
区
長
さ
ん
が
決
ま
り
、
４

月
15
日
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

行
政
区
長
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

地
域
の
ま
と
め
役
、
村
民
の
み
な
さ
ん
と
村
と

の
間
の
橋
渡
し
役
と
し
て
一
年
間
お
世
話
に
な
り

ま
す
。

平成15年度行政区長名簿
集落名 区　長　名 集落名 区　長　名

下 吉

谷 地

北 山

関 屋

樟

松 陽 台

大 塩

大 久 保

下 川 前

上 川 前

佐　藤　千代二

佐　藤　　　隆

武　藤　　　進

五十嵐　善　衛

前　後　喜　平

■　橋　重　幸

遠　藤　春　雄

五十嵐　寿美夫

星　　　重　夫

五十嵐　力　雄

桧 原

金 山

早 稲 沢

曽 原

狐 鷹 森

剣 ヶ 峯

蛇 平

秋 元

小 野 川

長 　 峯

佐々木　一　雄

遠　藤　正　彦

小　椋　恒　男

大　森　　　一

宮　野　正　昭

松　本　　　豊

菊　地　　　聰

渡　部　文　雄

小　椋　隆　治

松　崎　　　豊

村の健康づくり事業にご協力お願い
します！
去る４月16日（水）、村コミュニテ
ィーセンターホールにて保健衛生協力
員の委嘱状が交付されました。これか
ら２年間、健康づくりのために、役場
と住民の皆さんとのパイプ役としてご
活躍頂きます。
委嘱された方々は次のとおりです。

行政区名 氏　　　名 行政区名 氏　　　名
下 吉
谷 地
北山１区
北山２区
北山３区
関 屋
樟
松 陽 台
大 久 保
下 川 前
上 川 前
大塩下区
大塩中区
大塩上区
大塩新田

中 川 　 エ イ 子
星 　 　 　 幸 子
星 　 　 　 玲 子
武 藤 　 　 朝 子
中 川 　 　 幸 子
内 海 　 カ ヅ 子
小 川 　 美 恵 子
山 口 　 　 栄 子
五 十 嵐 ミ ツ ノ
星 　 　 　 程 子
斎 藤 　 　 暁 子
関 本 　 　 恭 子
鈴 木 　 　 京 子
穴 沢 　 エ ミ 子
遠 藤 　 サ ツ 子

桧原　１
桧原　２
金 山
早稲沢１
早稲沢２
長 峯
狐 鷹 森
狐 鷹 森
曽 原
剣ヶ峯１
剣ヶ峯２
剣ヶ峯３
蛇平　２
秋 元
小 野 川

金 子 　 　 勝 子
相 原 　 ヨ シ 子
吉 田 　 フ ミ コ
若 林 　 登 志 子
佐 藤 　 せ い 子
佐 藤 　 　 正 子
武 田 　 　 匠 子
星 野 　 ゆ か り
渡 辺 　 　 ミ チ
遠 藤 　 　 玲 子
浅 沼 　 　 良 江
荒 井 　 千 代 子
小 椋 　 　 江 美
渡 部 　 由 美 子
佐 藤 　 　 人 美

日
本
郵
政

公
社
が
ス
タ

ー
ト
し
て
初

の
郵
政
記
念

日
中
央
式
典

が
、
21
日
午

前
東
京
帝
国

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
事
業
優
積
者
と
し
て
、
福

島
県
で
一
名
北
塩
原
郵
便
局
長
鈴
木
弘
道

氏
が
総
裁
表
彰
を
受
賞
し
た
。

式
典
に
は
片
山
総
務
大
臣
も
出
席
し
、

そ
の
席
で
生
田
日
本
郵
政
公
社
総
裁
か
ら

表
彰
さ
れ
た
も
の
。

な
お
、
同
日
午
後
か
ら
は
皇
居
坂
下
門

か
ら
皇
居
に
参
内
し
、
皇
居
豊
明
殿
に
お

い
て
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
拝
謁
、
天
皇
陛

下
か
ら
「
郵
政
事
業
の
順
調
な
発
展
は
国

民
生
活
に
質
す
る
と
こ
ろ
大
き
い
、
今
後

と
も
健
康
に
留
意
し
仕
事
に
励
む
よ
う
に
」

と
お
言
葉
を
賜
わ
っ
た
後
、
特
別
参
観
と

言
う
こ
と
で
特
に
宮
内
庁
職
員
に
案
内
さ

れ
て
皇
居
中
庭
か
ら
南
庭
、
吹
上
御
苑
を

散
策
参
観
も
行
っ
た
。

北北塩塩原原郵郵便便局局長長天天皇皇陛陛下下にに拝拝謁謁
第第7700回回郵郵政政記記念念日日

平成15年４月20日の郵政記念日
に、日本郵政公社東北支社長より村
へ感謝状が贈呈されました。
これは、村の郵政３事業（郵便・
貯金・簡易保険）への長年の功績が
認められたものです。

日日本本郵郵政政公公社社よよりり

感感謝謝状状のの贈贈呈呈
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生涯
こころに豊かさを

学習

マナビー
生涯学習の
シンボルマーク

ひとりがいい！ふたりもいい！
仲間が多ければもっと楽しい！
生涯学習プラン等に
こぞって、ご参加ください！

生涯学習情報生涯学習情報
《問い合せ先》生涯学習課　 3 2ー05 3 4

【６月】・各地区小学校・村民合同運動会（１日）
＊雨天の場合は８日（日）に周延
・桧原地区スポーツフェステバル（８日）
＊雨天の場合は６月29日（日）
・せいじんセミナー
・各地区教養講座　　　　　　　　　　　
・県民スポーツ大会
・パソコン教室（北山・大塩地区）

【7月】・各地区教養講座
・婦人登山
・チャレンジスクール（キャンプ）
・パソコン教室（桧原・裏磐梯）

４
月
17
日
（
木
）
構
造
改
善

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
せ
い
じ

ん
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。受

講
生
60
名
が
参
加
し
、
開

講
式
と
第
１
回
講
座
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
座
で
は
、
喜
多
方

市
在
住
の
水
戸
昇
先
生
を
講
師

に
迎
え
「
じ
い
ち
ゃ
ん
・
ば
あ

ち
ゃ
ん
出
番
で
す
よ
！
」
と
題

し
た
講
演
で
孫
や
食
生
活
の
事

な
ど
幅
広
く
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
熱
の
入
っ
た
話
に
、

受
講
生
も
真
剣
に
聞
い
て
い
ま

し
た
。

各地区の教養講座｢スポーツ民踊教室｣が
行われました。蜂谷先生を講師に迎え、新
しい踊り｢会津ってとこは いいとこさ｣「祝
い船」など教えていただきました。参加者の
皆さんは、初めて踊る曲に戸惑いながらも、
気持ち良い汗を流していました。ポーツ民踊
教室は、この後５月・７月と予定していま
すので、ご近所お誘い合せの上、ご参加くだ
さい。

▲パワーあふれる講演

▲先生に合わせて
（北山地区）

日程等の詳細については、配布チラシをご覧下さい。

（大塩地区） （裏磐梯地区）



⑨ 広報きたしおばら

剣
ヶ
峯
　
吉
田
博
子

大
塩
　
　
穴
澤
エ
ミ
子

下
川
前
　
星
　
保
美
子

上
川
前
　
斎
藤
冨
子

桧
原
　
　
佐
々
木
キ
ミ
子

剣
ヶ
峯
　
齋
藤
ト
シ
子

大
久
保
　
冨
田
供
子

曽
原
　
　
大
森
カ
ツ
子

下
川
前
　
赤
城
キ
ヨ

大
塩
　
　
渡
部
豊
子

大
塩
　
　
高
橋
末
義

大
久
保
　
鈴
木
君
恵

上
川
前
　
大
竹
英
子

大
塩
　
　
鈴
木
貞
子
　

曽
原
　
　
和
田
　
　

桧
原
　
　
伊
藤
喜
代
志

剣
ヶ
峯
　
阿
部
久
仁
於

大
久
保
　
五
十
嵐
真
澄

北
山
　
　
吉
川
一
子

狐
鷹
森
　
宮
野
玉
枝

北
山
　
　
武
藤
サ
ツ

桧
原
　
　
穴
沢
　
子

下
川
前
　
星
　
ミ
サ
子

北
山
　
　
佐
藤
裕
子

高
畑
か
お
り

佐
藤
宣
子

山
本
由
江

内
海
怜
子

中
川
意
子

千
葉
達
子

北塩原村の文芸活動は、会津の
歌壇、俳壇に大きな足跡を刻み
つつあります。

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
海
上
安
全
環
境
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

一
、
平
成
15
年
６
月
１
日
か
ら
、

現
行
の
一
級
か
ら
五
級
ま
で
の

５
区
分
か
ら
、
ボ
ー
ト
・
ヨ
ッ

ト
用
の
「
新
一
級
」
・
「
新
二

級
」
と
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
用
の

「
特
殊
小
型
」
の
３
区
分
に
再

編
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
一
級

（
外
洋
・
沿
岸
）
・
二
級
（
沿

岸
）
で
は
、
水
上
オ
ー
ト
バ
イ

は
操
縦
で
き
ま
せ
ん
の
で
、「
特

殊
小
型
」
を
取
得
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
年
５
月
31
日
以
前

に
取
得
さ
れ
た
海
技
免
状
は
、

そ
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
ま

で
は
、
新
た
な
免
許
証
と
み
な

さ
れ
、
引
き
続
き
有
効
な
も
の

と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。（
更

新
時
に
新
免
許
証
に
引
換
え
ら

れ
ま
す
。）

二
、
一
部
の
小
型
船
舶
操
縦
者
に

対
し
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の

着
用
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
者

①
小
児
（
12
才
未
満
）

②
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
の
乗
船
者

③
一
人
で
小
型
漁
船
で
操
業
す

る
者

三
、
小
型
船
舶
操
縦
者
が
、
酒
酔

い
操
縦
・
危
険
操
縦
・
無
資
格

者
操
縦
・
救
命
胴
衣
不
着
用
な

ど
の
行
為
を
行
っ
た
り
、
行
わ

せ
た
場
合
は
、
免
許
停
止
や
再

教
育
講
習
の
処
分
を
受
け
ま
す
。

四
、
違
反
行
為
に
つ
い
て
取
締
り

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

五
、
乗
船
時
の
海
中
転
落
等
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
は
、
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
が
重
要
で

す
。
よ
り
着
心
地
が
よ
く
、
優

れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
普
及
及
び
常
時
着
用

の
推
進
の
た
め
、
次
の
と
お
り

昨
年
10
月
に
規
則
が
改
正
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

①
色
要
件
の
緩
和

②
小
児
用
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

の
浮
力
サ
イ
ズ
の
見
直
し

③
小
型
船
舶
用
浮
力
補
助
具
の

新
設

▼
問
い
合
わ
せ
先

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局

海
上
安
全
環
境
部

（
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
関
係
）

船
舶
安
全
環
境
課

０
２
２
・
７
９
１
・
７
５
１
６

（
小
型
船
舶
操
縦
免
許
関
係
）

船
員
労
働
環
境
・
海
技
資
格
課

０
２
２
・
７
９
１
・
７
５
２
４
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＜作り方＞
①えびは、背に深く切り目を入れて身を開き、背わたのあるものは
取り除きます。きれいに洗い、ペーパータオルで水気を取ります。
②耐熱皿の中央をあけて①のえびを均等に並べ、ごま油をかけます。
ラップをして電子レンジで3～4分加熱します。
③ボウルに の調味料と熱湯を加えてよく混ぜます。水気をきっ
た②のえびを加え、ひと混ぜしたらグリーンピースを散らします。
ラップをして電子レンジで6～7分加熱します。
④取り出して、もう一度混ぜます。

（1人分のエネルギー：110kcal 塩分：1.5g）＜材料＞４人分
むきえび ………………300g
ごま油 ………………大さじ1
グリーンピース ………100g
トマトケチャップ…カップ1/2
酒･…………………大さじ2
トウバンジャン …小さじ2
長ねぎ ……………10cm位

（みじん切り）
おろしにんにく …小さじ1
おろししょうが …小さじ1
中華スープのもと ……小さじ1
片栗粉･･･小さじ4

熱湯･･･カップ1



⑪ 広報きたしおばら

国
民
年
金
で
は
、
経
済
的
な
理
由
等

で
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
場
合
、
本

人
か
ら
の
申
請
に
よ
り
免
除
が
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

免
除
に
は
、
全
額
免
除
・
半
額
免
除

が
あ
り
、
所
得
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る

内
容
が
違
い
ま
す
。

ま
た
、
学
生
の
方
に
も
納
付
特
例
制

度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
｡
（
学
生
証

又
は
在
学
証
明
書
の
写
し
が
必
要
で

す
。）いず

れ
も
毎
年
度
の
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
役

場
本
庁
・
支
所
・
出
張
所
で
手
続
き
で

き
ま
す
。

※
免
除
の
決
定
は
、
前
年
所
得
の
確
定

（
６
月
）
さ
れ
た
後
、
審
査
し
ま
す

の
で
、
申
請
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

催
告
状
が
届
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
了
承
願
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

２
３-

３
１
１
３
（
内
線
３
０
６
）

テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
会
津
（
福
島
県
立

会
津
高
等
技
術
専
門
校
）
で
は
、
企
業

で
働
い
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
就
職
を

希
望
さ
れ
る
方
々
を
対
象
と
し
て
、
よ

り
高
度
な
技
術
の
習
得
を
ね
ら
い
と
し

て
左
記
の
コ
ー
ス
を
設
定
・
実
施
い
た

し
ま
す
。

①
第
二
種
電
気
工
事
士
（
学
科
）

②
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
）

③
自
動
車
検
査
員

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
受
講

申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

能
力
開
発
課
あ
て
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
会
津

（
福
島
県
立
会
津
高
等
技
術
専
門
校
）

〒
９
６
９-

３
５
３
４

耶
麻
郡
塩
川
町
大
字
遠
田
字
沼
上
１
９
０
０

０
２
４
１
・
２
７
・
３
２
２
１

０
２
４
１
・
２
７
・
３
３
１
２

昨年１月大塩を活性化し活気を取り戻そうと大塩地区の有志が集
まり大翔会（安部嘉久会長ほか７名）を結成し勉強会などを行って
きました。今回活動の一環として大塩小学校近くに、鯉のぼりを掲
揚することとなり、今年１月から土地の交渉、諸官庁への許可申請
へと準備を進め、70匹余りの、鯉のぼりも皆様方のご理解、ご協力
いただき集めることができ、３月30日に電柱を地中に埋め込み、幅、
約100m余り大塩川をまたぎ、ワイヤーを張り、４月６日に鯉のぼ
り70匹を掲揚することができました。翌日７日は大塩小学校の新学
期、入学式、ピカピカの１年生をお祝いするかのように、春風に力
強く泳ぐ鯉のぼりに児童たちも大喜び、作業の疲れも癒されました。
掲揚期間は５月11日までの予定です。
大翔会ではこれからも、大塩地区を活性化し活気を取り戻す活動

にチャレンジして参りますので、
皆様方のご理解、ご協力のほど宜
しくお願い致します。また今回の
活動にご理解をいただき、大切に
保管されておりました鯉のぼりを
ご提供いただいた皆様方に広報の
紙面をお借り致しまして心より厚
く御礼申し上げます。

大塩「大翔会」
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私は、平成７年（72歳の時）に心筋梗塞
を煩いました。夜、床に就いて間もなく、
急に胸が締めつけられるような痛みを感じ
喜多方市内の病院へ行きましたが、救急車
で北会津村の会津西病院へ転送されました。
検査の結果、大量の血凝りが数個所にあり、
血管のねじれもあったため重度の心筋梗塞と
診断されました。すぐに手術し、血凝りの吸い出
しと、血管の中に特殊な金属で作ったメッシュパイプ
を埋め込みました。術後、主治医より病気の原因を聞
かされました。一つめは男性であること（女性の心筋
梗塞は非常に少ないそうです）、二つ目はタバコの吸

い過ぎ、三つ目は塩分の摂り過ぎ、四つ目は
脂肪の摂り過ぎということです。その話を聞
き私は声も出ませんでした。私は我儘者でそ
の中の三つには充分過ぎる程思い当たること
があったからです。退院後は勿論タバコは吸
いません。傍らで他人が吸っていても逃げ出
す位です。塩辛いもの、脂っこいものは食べな

くなりました。
若い頃から注意していれば心筋梗塞にはならなかっ

たのにと、今頃になって考えるようになりました。
どうか皆さんも、私のような愚かな徹を踏まないよう

健康には充分気をつけて過ごされますようお願いします。

山本　　茂さん （関屋）

私の愚かな体験
第29回

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

５
月
26
日
（
月
）

桧
原
出
張
所

34
―
２
０
０
４

行
政
相
談
委
員
　
　
　
遠
藤
聖
一
郎

上
下
水
道
使
用
料
　
　
　
　
４
月
分

軽
自
動
車
税
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休日当番医

（医）高橋小児クリニック… 25 - 7066

星医院………………… 22 - 0005

田中医院……………… 22 - 0141

藤井医院……………… 23 - 0023

第二次救急当番医

小 野 病 院………… 22 - 0414

鳴 瀬 病 院………… 24 - 3333

有 隣 病 院………… 24 - 5021

県立喜多方病院…… 22 - 2181

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必
要とする重症患者の救急医療体制です。

◆佐藤喜志夫様（桧原）と大橋あけみ様（桧原）の婚
姻については、平成14年12月に届出されたものです
が、掲載遺漏したため、今月号に掲載させていただ
きます。

お詫び


